
旭川医科大学体育施設使用要項の一部を改正する要項を次のとおり定める。 

（令和8年10月14日学長裁定） 

旭川医科大学体育施設使用要項の一部を改正する要項 

 

旭川医科大学体育施設使用要項（平成16年学長裁定）の一部について，下記右欄（「現行」欄）を，同表左欄（「改正後」欄）のように改正

する。 

改正後 現行 

○旭川医科大学体育施設使用要項 ○旭川医科大学体育施設使用要項 

平成16年4月1日 平成16年4月1日 

学長裁定 学長裁定 

（趣旨） （趣旨） 

第1 この要項は，旭川医科大学（以下「本学」という。）の体育施

設の使用に関し，必要な事項を定めるものとする。 

第1 この要項は，旭川医科大学（以下「本学」という。）の体育施

設の使用に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（定義） （定義） 

第2 この要項において体育施設とは，次に掲げるものをいう。 第2 この要項において体育施設とは，次に掲げるものをいう。 

(1) 体育館（トレーニングルーム含む） (1) 体育館 

(2) 武道場 (2) 武道場 

(3) 弓道場 (3) 弓道場 

(4) 陸上競技場（サッカー・ラグビー場を含む。） (4) 陸上競技場（サッカー・ラグビー場を含む。） 

(5) 野球場 (5) 野球場 

(6) テニスコート (6) テニスコート 

（用途） （用途） 

第3 体育施設は，次に掲げる用途に使用する。 第3 体育施設は，次に掲げる用途に使用する。 

（削除） (1) 体育授業 

(1) 学生及び職員の体育活動 (2) 学生の課外体育活動 

（削除） (3) 職員の体育活動 



(2) 本学の行事 (4) 本学の行事 

(3) その他学長が特に必要と認めたもの (5) その他学長が特に必要と認めたもの 

（使用資格） （使用資格） 

第4 体育施設を使用できる者は，本学の学生，職員その他学長が特

に許可した者とする。 

第4 体育施設を使用できる者は，本学の学生，職員その他学長が特

に許可した者とする。 

（使用可能期間及び時間） （使用できる期間及び時間） 

第5 体育施設の使用可能期間及び時間は，次のとおりとする。ただ

し，学長が特に必要と認めた場合は，この限りでない。 

第5 体育施設を使用できる期間及び時間は，次のとおりとする。た

だし，学長が特に必要と認めた場合は，この限りでない。 

(1) 使用可能期間 1月4日から12月27日までとする。ただし，1月4

日が土曜日，日曜日又は国民の祝日に関する法律（昭和23年法律

第178号）に規定する休日に当たる場合はその直後の平日から，1

2月27日が土曜日，日曜日又は同法に規定する休日に当たる場合

はその直前の平日までとする。 

使用できる期間 1月5日から12月27日まで 

(2) 使用可能時間 午前6時から午後9時30分までとする。 使用できる時間 午前6時から午後9時まで 

（使用手続） （使用手続） 

第6 体育施設を使用する場合，使用する月の前月末日までに別に定

める施設・設備使用願を学務課へ提出し、学長の許可を受けなけれ

ばならない。ただし，昼休み時間の使用に係る手続は，武道場及び

弓道場を除き不要とする。 

第6 体育施設を使用しようとする者は，原則として，使用しようと

する日の3日前までに，別に定める使用願を学務課に提出し，学長

の許可を受けなければならない。ただし，昼休み時間の使用に係る

手続は，武道場及び弓道場を除き不要とする。 

2 本学の学生団体が体育館において活動を行う場合は，前項の規定

にかかわらず，使用する月の前月末日の1週間前までに取りまとめ

代表団体が調整のうえ，体育館割振表を学務課に届け出ることによ

って施設・設備使用願に代えることができる。 

2 前項本文の規定にかかわらず，体育団体がクラブ活動として体育

施設を使用しようとする場合は，学期の始まる前にあらかじめ，そ

の期間の体育施設使用計画書を学務課に提出し，学長の許可を受け

なければならない。 

3 本学の学生団体が第2 第2項から第6項に定める施設において活動

を行う場合は，第1項によらず，学生規程第12条及び第14条に基づ

く活動計画書をもって施設・設備使用願に代えることができる。（新

設） 

 

4  本学の学生団体以外の団体については，原則として，使用する月  



の前月末日までに施設・設備使用願を学務課へ提出しなければなら

ない。（新設） 

（遵守事項） （遵守事項） 

第7 体育施設を使用する者（以下「使用者」という。）は，次に掲

げる事項を遵守しなければならない。 

第7 体育施設を使用する者（以下「使用者」という。）は，次に掲

げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 火災予防に留意すること。 (1) 火災予防に留意すること。 

(2) 設備，備品等を破損又は滅失しないこと。 (2) 設備，備品等を破損又は滅失しないこと。 

(3) 使用許可時間を守ること。 (3) 使用許可時間を守ること。 

(4) 許可された目的以外の使用又は転貸はしないこと。 (4) 許可された目的以外の使用又は転貸はしないこと。 

（削除） (5) 体育活動を行う場合は，各施設に適した運動靴を履くこと。 

（削除） (6) 使用中止のときは，速やかに届け出ること。 

(5) 車両の乗り入れ等，施設を損傷する行為はしないこと。 (7) 車両の乗り入れ等，施設を損傷する行為はしないこと。 

(6) 使用前後は，常に施設の整備を行うこと。 (8) 使用前後は，常に施設の整備を行うこと。 

(7) 同一施設を共同で使用する場合は，体育活動による相互の危険

防止に努めること。 

(9) 同一施設を共同で使用する場合は，体育活動による相互の危険

防止に努めること。 

(8) その他管理者の指示に従うこと。 (10) その他管理者の指示に従うこと。 

（体育用具の貸出し） （体育用具の貸出し） 

第8 体育施設において使用するための体育用具の貸出しを希望する

者は，別に定めるところにより，必要な手続きをとらなければなら

ない。 

第8 体育施設において使用するための体育用具の貸出しを希望する

者は，別に定めるところにより，必要な手続きをとらなければなら

ない。 

（使用許可の取消し） （許可の取消し） 

第9 体育施設の使用を許可した後，本学の行事等のため体育施設を

使用する必要が生じた場合は，学長は，当該使用許可を取り消すこ

とができる。 

第9 体育施設の使用を許可した後，本学の行事等のため体育施設を

使用する必要が生じた場合は，学長は，既に与えた使用許可を取り

消すことができる。 

（罰則） （罰則） 

第10 使用者が第7の規定に違反した場合，学長は，使用許可を取り

消し，又は以後の使用を許可しないことができる。 

第10 第7の規定に違反した場合は，使用許可を取り消し，又は以後

の使用を許可しないことがある。 



（損害賠償） （損害賠償） 

第11 使用者が，施設，設備又は備品等を損傷又は滅失した場合は，

その損害を賠償しなければならない。 

第11 使用者が，施設等を損傷又は滅失した場合は，その損害を賠償

しなければならない。ただし，事情によっては，その額を減免する

ことがある。 

（雑則） （雑則） 

第12 この要項に定めるもののほか，体育施設の管理運営に関し必要

な事項は，学長が別に定める。 

第12 この要項に定めるもののほか，体育施設の管理運営に関し必要

な事項は，学長が別に定める。 

  附 則  

この要項は，令和8年10月14日から施行する。  

  

【改正理由】 

旭川医科大学福利厚生施設セミナー室使用要項の一部改正に伴い、

所要の改正を行うものである。 

 

  

 


